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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成26年6月19日(2014.6.19)

【公開番号】特開2012-231214(P2012-231214A)
【公開日】平成24年11月22日(2012.11.22)
【年通号数】公開・登録公報2012-049
【出願番号】特願2011-96932(P2011-96932)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/335    (2011.01)
   Ｈ０５Ｋ   7/20     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  27/14     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/225    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   5/335   　　　　
   Ｈ０５Ｋ   7/20    　　　Ｆ
   Ｈ０１Ｌ  27/14    　　　Ｄ
   Ｈ０４Ｎ   5/225   　　　Ｄ
   Ｈ０４Ｎ   5/225   　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成26年4月24日(2014.4.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮影光束を通過させるレンズ装置を着脱可能な撮像装置であって、
前記レンズ装置が着脱可能なレンズマウント部材と、
前記レンズマウント部材を前面に有する連結ボックスと、
前記連結ボックスの背面に配置される撮像素子ユニットと、
前記撮像素子ユニット背面に配置され、前記撮像装置を制御する主電子基板とを有し、
　前記撮像素子ユニットは、
前記撮影光束を受光して画像データを生成する撮像素子と、
前記撮像素子と電気的に接続され、前記撮像素子を制御する制御基板と、
前記撮像素子の背面に接する熱伝導部材と、
前記熱伝導部材に接し、前記撮像素子と平行に配置された保護部材と、
前記撮像素子を支持し、前記連結ボックスに取り付けられる支持部材とを備え、
前記保護部材は遮熱する表面処理が施されている
ことを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　請求項１記載の撮像装置は、さらに前記撮像素子ユニット近傍に放熱部材を備え、
前記放熱部材と前記支持部材とが接続部材を介して接触することを特徴とする請求項１に
記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記放熱部材は前記撮像装置の構造を支える構造部材であることを特徴とする請求項２
に記載の撮像装置。
【請求項４】
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　前記放熱部材は前記連結ボックスと前記撮像素子ユニットの間に配置され、撮影光束を
通過させる開口部を有することを特徴とする請求項２または３に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記放熱部材は前記撮像装置のシャッタユニットを支持することを特徴とする請求項２
乃至４のいずれかひとつに記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記制御基板は前記撮像素子を表面に実装し、前記制御基板は前記撮像素子が実装され
る部分には少なくともひとつの開口部を有し、前記熱伝導部材は前記開口部において前記
撮像素子と密着することを特徴とする請求項１乃至５のいずれかひとつに記載の撮像装置
。
【請求項７】
　前記保護部材は前記支持部材に接触していることを特徴とする請求項１乃至６のいずれ
かひとつに記載の撮像装置。
【請求項８】
　前記保護部材がプレス加工により成形された金属部品であり、前記表面処理がロール圧
延であり、前記保護部材の表面は光輝面であることを特徴とする請求項１乃至７のいずれ
かひとつに記載の撮像装置。
【請求項９】
　前記支持部材が、プレス加工またはダイキャスト法により成形された金属部品であるこ
とを特徴とする請求項１乃至８のいずれかひとつに記載の撮像装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　請求項３に示す発明は、前記放熱部材は前記撮像装置の構造を支える構造部材であるこ
とを特徴とする請求項２に記載の撮像装置である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　請求項４に示す発明は、前記放熱部材は前記連結ボックス２と前記撮像素子ユニット３
の間に配置され、撮影光束を通過させる開口部を有することを特徴とする請求項２または
３に記載の撮像装置である。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　請求項５に示す発明は、前記放熱部材は前記撮像装置のシャッタユニット５を支持する
ことを特徴とする請求項２乃至４のいずれかひとつに記載の撮像装置である。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　請求項６に示す発明は、前記制御基板３３は前記撮像素子３２を表面に実装し、前記制
御基板３３は前記撮像素子３２が実装される部分には少なくともひとつの開口部を有し、
前記熱伝導部材３４は前記開口部において前記撮像素子と密着することを特徴とする請求
項１乃至５のいずれかひとつに記載の撮像装置である。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】削除
【補正の内容】
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【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　請求項７に示す発明は、前記保護部材３５は前記支持部材３１に接触していることを特
徴とする請求項１乃至６のいずれかひとつに記載の撮像装置である。
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　請求項８に示す発明は、前記保護部材３５がプレス加工により成形された金属部品であ
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り、前記表面処理がロール圧延であり、前記保護部材３５の表面は光輝面であることを特
徴とする請求項１乃至７のいずれかひとつに記載の撮像装置である。
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４８】
　請求項９に示す発明は、前記支持部材３１が、プレス加工またはダイキャスト法により
成形された金属部品であることを特徴とする請求項１乃至８のいずれかひとつに記載の撮
像装置である。
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
【補正方法】削除
【補正の内容】
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